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１ 動機及び目的 

  愛南町のヒオウギガイの身は旨みが「凝縮され」[1]ており、「ホ

タテ貝に比べ、甘みがある」[1]。愛南町では「2002 年（平成 14 年）

頃から販売」[2]を目的とし、養殖を行ってきた。またヒオウギガ

イの貝殻もその色を生かし活用されている(図１)。本研究では貝

殻の色に注目して、愛媛県南予の観光産業を活性化へ繋げたい。 

  貝殻を形成する外套膜において、色素であるフィトエンと β 

カロテンが分泌し[3]、アントシアニンが含まれていることが示唆

されている[4]。本研究は、外套膜の移植によりヒオウギガイの貝殻の色を変えることを目的と

した三段階の計画の一段階目である。一段階目では移植に必要であるヒオウギガイにおける麻

酔の最適な濃度や時間を決定する。二段階目では、移植に関する免疫寛容についてヒオウギガ

イにおける方法を研究する。最終となる三段階目では貝殻を生成する外套膜を移植することで、

実際にヒオウギガイの貝殻の色を途中から部分的に変化させることを目的とし研究を行う。こ

れによりヒオウギガイの貝殻に模様をつけることで、愛媛県南予の観光資源としたい。 

  

２ 仮説 

  藤岡[5]によると、アコヤガイにおいては、「その濃度や水温が高くなるに従って大」であり、

「硫酸マグネシウムの 10％溶液で麻酔したアコヤガイに真珠挿核施術した場合の死貝数や脱

核数は無処理の場合とほとんど同様」とある。このことから、同じ二枚貝であるヒオウギガイ

においても硫酸マグネシウムの 10％溶液により麻酔の効果があると仮説を立て、研究を行う。 

 

３ 方法 

  ヒオウギガイに対する最適な麻酔濃度について、麻酔の作用発現時間の観点から検討する。 

(1) 試料 

・ヒオウギガイ(平均 9 ㎝の個体を 10 個) 

・硫酸マグネシウム七水和物(松葉薬品 硫酸マグネシウム 500ｇ(食品添加物))(図２) 

・海水(赤松遊園地（北緯 33.24, 東経 132.53）にて採取) (図２) 

(2) 器具 

・電子天秤（高精度・コンパクトスケール HT-120） 

・薬包紙 ・薬さじ ・ガラス棒 ・ストップウォッチ ・ 1000ml ビーカー 

(3) 麻酔液について 

海水に硫酸マグネシウムを溶かし麻酔

液を作成する。濃度は対照実験を行うた

め、濃度は 5.0％刻みで 5.0％～25％とし

た。 

(4) 作用発現時間について 

   本研究では麻酔の作用発現時間を比較

 
図１ シーボーンアート
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  図２ 海水と試薬   図３ 麻酔液中の個体 



   

 

 

 

する。1000ｍL ビーカーに入れた 600ｍL の麻酔液に浸けたヒオウ

ギガイ（図３）に対し、1 分ごとに外套膜を先の丸いガラス棒で外

套膜を刺激（図４）し、反応を確認する。反応がなかった場合まで

の時間を作用発現時間とする。なお、麻酔液の温度は 25℃とした。 

 

４ 結果・考察 

  表１に結果を示す。個体 B と個体 G は麻酔液に

浸けたあと 10分間経過しても貝殻が完全に閉じて

いた。そのため反応なしとした。また麻酔液から引

き揚げた後、海水中で静置した際、外套膜が見える

ほど貝殻が開いていた。 

(1) 個体 B について 

   個体 B について海水から麻酔液のビーカーへ

移す際への衝撃による防御反応で、麻酔液を取

り込まず、麻酔液が十分に作用しなかったため、

反応がなかったと考えられる。 

(2) 個体 A と個体 I について 

   個体 A と個体 I を比較すると、麻酔液の濃度

が大きいと作用発現時間が短くなるということ

が考えられる。 

(3) 個体 F・H・J と個体 G について 

   同じ濃度の個体と比較すると作用発現時間が長くなっている。また個体 G は反応をしてい

ない。これは麻酔液の濃度が大きいため、麻酔液を異物として認識した防御反応が原因で十

分に麻酔液を取り込まれなかったことが原因だと考えられる。 

(4) 個体 C・D・E について 

   いずれの個体も作用時間が短く、異物として認識されず、麻酔としても十分な濃度である

と考えられ、ばらつきのない 10％が最も適していると考えられる。          

 

５ まとめと今後の展開 

  硫酸マグネシウムの 10％溶液がヒオウギガイの麻酔液として最も適しているということが

分かった。今後は外套膜の移植に向けて、ヒオウギガイの免疫寛容について研究を行い、安定

した移植方法の確立を行いたい。 
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表１ 個体と濃度による作用発現時間 

個体 濃度[%] 作用発現時間[分] 

A 5.0 14.0 

B 5.0 ― 

C 10 6.0 

D 10 5.0 

E 15 5.0 

F 15 10.0 

G 20 ― 

H 20 12.0 

I 25 1.0 

J 25 8.0 

 

     

  図４ 刺激の方法  


